
番号 項目 意見の要旨 市の考え方又は対応

1 82

「JR西日本の駅舎にバリアフリー化にあわせて」について、
バリアフリー化の計画がある場合は、行政と十分に協議して
進めて頂きたい。

2 82

「武久側からのアクセス性の向上に努め」について、武久側
だけでなく、北側（幡生宮の下町及び山の田東町）とのアク
セス性を向上させる駅の改修が必要です。特に徒歩利用に便
利な形が望ましいです。

3 82

「地域拠点に相応しい駅周辺整備」について、幡生駅周辺を
商業拠点にするのは大変な作業になりますので、少なくとも
コンビニや食事ができる店が駅前にあれば利用者にとって便
利な駅になると思います。

4 82
「交通結節機能の充実」について、列車到着時間に合わせ、
駅前と山の田を結ぶミニバスあれば便利かと思います。

5 82

「サイクルアンドライドやキスアンドライド」について、
ネットで検索しないとわからないような用語は使用しない方
が無難です。

「参考資料：用語解説」に掲載しております。

6 2

「1，都市計画マスタープランとは」【位置づけ】の項
「概ね20年先を見通して…まちづくりの理念や、目標を示
す」について。
　見通すための現状の評価が、市民の実感と違う部分がある
みたいで懸念します。何回か読み直してみると、まちづくり
を「市民の生活」の側からではなく、「立地環境」というか
「入れ物」の側からみているようです。

都市計画マスタープランは、「市町村の都市計画に関する基本的な方針」です。都市計画は都市内の限られた
資源を有効に配分し、建築敷地、基盤施設用地、緑地・自然環境を適正に配置することにより、健康で文化的
な都市生活及び機能的な都市活動を確保しようとするものです。

下関市都市計画マスタープラン（案）に対するパブリックコメント実施結果

１．実施期間

    令和４年１月１９日（水）から令和４年２月１８日（金）まで

２．意見応募状況

    意見応募者　１１人

    意見件数　　４７件

　   ※意見提出の定めに違反して提出された意見および、内容が実施対象の内容に合致しない意見は結果から除外しております。

３．意見の要旨と市の考え方等

幡生駅については、JR西日本が実施する駅舎のバリアフリー化事業の計画にあわせて武久側からのアクセス性
が向上できるよう、JR西日本と協議を図りながら検討を進めてまいります。
駅についてのご意見につきましては、今後、JR西日本と協議を進めるうえで参考にさせていただきます。
他のご意見につきましても、今後の計画を推進するうえでの参考ご意見とさせていただきます。



番号 項目 意見の要旨 市の考え方又は対応

7 37

「2，…プラン見直しの視点」【重要なキーワード】の項
最初に＜都市の活力を高め＞となっています。＜町内の活力
を高める＞という視点がほぼ無いのが、気がかりです。「住
みよい・暮らしやすいまち」の大きな要素は、町内の活力で
はないでしょうか。そこに目配りのない、「都市計画」に
なってはいませんか。
具体的に問えば、住民の生活に直接の影響を及ぼしている、
以下の点はどのように対応されますか。
自治会は年年、弱体化しています。せざるを得ないのです。
民生委員や福祉委員のなり手も、年々、少なくなっていま
す。老人が増え続けているのに、老人クラブはクラブ数も人
員も減り続けています。
「市民の命を守り、安全・安心に生活する」と掲げても、日
常の市民の生活に目配りが出来る状況が弱まっていき、【孤
独死】を防げない町内となっている現状にどのように対応す
るのでしょうか。

都市計画は、無秩序な土地の開発を抑制し、計画的な都市開発を促進するものであり、この都市計画を推進す
ることで良好な住環境の形成や都市基盤が整うことによって、結果として経済の発展、産業振興、観光振興な
どに繋がります。
また、近年の少子高齢化、人口減少下においては、コンパクトなまちづくりを促進することで、日常生活サー
ビスの向上や地域コミュニティの維持にも繋がるものと考えております。
したがって、このたびの都市計画マスタープランの改訂にあたりましては、移住や居住促進、子育て施策、産
業立地などについて、「下関市総合計画」や「まちひとしごと創生総合戦略」など、その他関連計画と連携を
図りながら取り組んでいるところでございます。

8 38

「3、年の将来像」の項、【見直しの視点】について
【見直しの視点】は＜人口の減少＞を指摘しています。た
だ、プランの表現では、住民の生活の実感（暮らしやすいた
めに必要なこと）が伝わってきません。
住民が日々感じる＜人口減少＞は、具体的に住民の日常生活
に則して述べると、年月を追うごとに、全体に目配りがきき
＝手を出せる人が減っていき、他方で日常生活で支えを必要
とする人が、増えていることです。
私の住んでいる上田中新開町自治会は、下関市の中心部にあ
ります。近くに病院もあるし、イオンもあればサンキュード
ラッグもある。約800所帯1300人ほどの大きな町内です。そ
の実態の一端を以下に示します。
住んでいる人の３割以上、400人を超える方が高齢者です。
現役世代は職場が町内ではなく、日中は町内には居ません。
しかもその時間が長くなり・休日も減っています。数十年前
と比べて、現役世代が町内関わることが難しくなっていま
す。

都市計画の観点からも、少子高齢化・人口減少の進行は喫緊の課題であり、将来的に今の都市機能や地域コ
ミュニティを維持していくためにも、地域ごとにコンパクトな土地利用を図ることで、一定の人口密度を確保
し、持続可能な都市構造を形成する必要があると考えています。
「無料・低額の生活支援バス」等については、福祉、まちづくり、交通等の課題に対するご意見として、参考
にさせていただきます。

居住地の町内で生活の大部分をすごしているのは、高齢者・
それも後期高齢者です。その多くが一人住まいか2人所帯
で、多数が車をもっていない（かつては持っていたが今は無
い）。
どうしても必要なときだけ子どもに車を頼むが、日常の病院
や買い物に行く時は、年金暮らしなのに、バス停まで歩かな
くて済むタクシーに頼らざるをえない。バスの便の不便さは
ご存じでしょう。
坂や石段の多い町内なので、家の近所は歩けても、町内の集
会所にすら、歩いてこれない方が100人以上います。
住人として生活している人の多数を占める町内の高齢者・病
弱者で、歩いて病院や買い物に行ける人は多くはないので
す。
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すでに、ゴミステーションにゴミを出すことが困難な所帯が
あらわれています。昨年秋には、独居所帯で孤独死が発見さ
れました。これだけ沢山の高齢者や病弱者がいるのに、民生
委員は5人しかいない。その人たちに市役所から対象者の名
簿や現状が連絡されず、自分で調べて名簿を作らなくてはな
らず、回りきれない中で起こった事態でした。
市役所・地域包括支援センターや社会福祉事務所も予算と人
員が減らされ、住民の実際に対応できない状態となっていま
す。

【見直しの視点】は、この現実が見えているのだろうか、と
思います。町内の生活の厳しさを感じている住民から見る
と、将来像の【ライフスタイルのイメージ】は高齢者のいな
い町のようです。
＜歩いて便利に日常生活を送ることができる＞現実にするた
め、日常生活が難しい高齢者が増えている町内を支援する、
公共の窓口を増強し、人員を増員配置することを示してもら
えませんか。
＜拠点に集積する生活利便施設を利用することができる＞に
は、居住地と拠点を結ぶ、「無料・低額の生活支援バス」の
ネットワークがあれば、と思います。

9 78

その他施設整備
中心地区は空家、空地の発生が増大する地域であり、この対
策を加味した表現を検討されたい。

中心地区の「②その他施策　土地利用・市街地整備（拠点形成）」において、国道9号以北の関門海峡を臨む斜
面市街地の空き家除却や、商店街などの空き家・空きテナント等の活用について、記載しています。

10 78

道路
下関北九州道路の施工主体は下関市以外と考えられる。
よって、市としてアクセス道路の整備や、道路交通体系の見
直し等についても記載することを検討されたい。
また、老朽化の著しい彦島大橋の改良について彦島地区のい
ずれかに述べることを検討して欲しい。

中心地区の「②その他施策　都市施設整備（交通体系整備等）」において、「下関北九州道路の整備を見据
え、接続道路などの整備のあり方の検討を推進します。」と記載しています。
また、彦島大橋に限らず道路や橋梁については、全体構想の「4-2都市施設整備の方針　（1）交通体系整備の
方針」において、「既存の道路や橋梁については、適切な点検・診断に基づき、優先順位を明確にした改修・
補修を行い、構造の耐震化や擁壁の強化など災害に強い道路環境を推進します。」と記載しています。

11 86

観光ゾーン
巌流島は観光資源の保全のみならず、必要整備も考え表現す
べきと考える。またアクセス手段等の充実を加えることを検
討されたい。

都市計画マスタープランでは「観光地に相応しい魅力づくりを推進」として方向性を示しています。具体につ
いては、個別に計画を検討するものと考えており、他分野の個別の関連計画において、取り組むものと考えて
います。

12 90

都市拠点
駅周辺にはマンション建設の増が著しい。この状況を踏ま
え、マンションの増加と土地利用や環境保全等の整合につい
て何らかの表現が必要と考える。

新下関駅周辺は立地適正化計画において、都市機能誘導区域に設定しており、まちなか居住の誘導を図るべき
ものと考えています。また、駅前は商業地域となっており、高度利用を促進する上で都市施設、商業施設、住
居の集積を行うことは、コンパクトなまちづくりにつながるものと考えています。
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13 94、102

都市施設
南海トラフ地震による津波防災（施設）についても、加筆す
ることを検討されたい。

全体構想の「4-6都市防災の方針　（1）基本方針」において、「下関市国土強靱化計画に基づき、大規模な自
然災害の発生に備え、海岸や港湾などの公共施設の強靱化を図る」と記載しています。
地域別構想において記載しております「高潮対策の推進」とは、台風等による高潮の被害から背後地の家屋や
事業者等を防護するために、堤防の嵩上げ等を実施しているものです。必要な堤防高の設定においては、高潮
はもちろん、南海トラフ巨大地震や周防灘断層群地震が発生した場合における津波高の影響も考慮し設定して
おります。津波対策も含まれているため、「高潮対策等」に表現を変更します。

14 127

（3）3）1行目
修文要請
…連携などについて、「国・山口県の実施する事業の推進及
び」国・山口県・周辺市町との…

「国・山口県・周辺市町との事業内容の調整や財政支援など」の「など」に含まれています。

15 90

5-2-4
レクリエーションゾーン
砂子多川ホタル公園は近隣の散歩コースとなっています。現
在、一部通行できず周回できる様になれば最高です。
道路側の道路の草が毎年大変で、年2回町内会や消防団で草
をかっていますが、道路部をほそう（アスファルトかコンク
リート）していただけるとたすかります。

砂子多川ほたる公園で、現在使用禁止になっている東屋につきましては、令和４年度中に修繕予定となってお
ります。
道路部の舗装については現時点での計画はありませんが、適切な維持管理に努めます。

16 90

勝山地区には国宝の住吉神社や、田倉の御殿跡など観光地と
してもすばらしいものがあります。観光についても記入して
いただきたいと思いました。

住吉神社や勝山御殿跡については、本市の重要な観光資源であることは認識しております。
国宝や国史跡として位置づけがあり、周辺をある程度整備がなされていることから、地域の活動を踏まえ、周
辺を観光ゾーンとして位置づけることとします。
また、地域別構想図（市街地中心地域　勝山地区）に勝山御殿跡を追記します。

17 90

①の主要施策の土地利用・市街地整備の項では、中間3項目
に「観光ゾーン」をつけたしてはどうか。
勝山地区には国宝の住吉神社本殿、重文の拝殿があり、又、
国指定史跡となった勝山御殿跡もあり、今後の整備も含めて
主要施策にとり上げる必要がある。

住吉神社や勝山御殿跡については、本市の重要な観光資源であることは認識しております。
国宝や国史跡として位置づけがあり、周辺をある程度整備がなされていることから、地域の活動を踏まえ、周
辺を観光ゾーンとして位置づけることとします。
また、地域別構想図（市街地中心地域　勝山地区）に勝山御殿跡を追記します。

18 90

次に、都市施設整備の項では、道路の分野では、勝山地区は
山陽本線で南北に2分されており、鉄路を越える道路は下関
長門線1本である。菊川・内日地区と下関市内を結ぶ道路が
一本だけでは、万一この道路が通行不能になったら山陽本線
を超えることができなくなる。勝山地区内で鉄路を越え、2
号線につながる道が必要である。

下関長門線の代替路の整備については、必要性のあり方も含めて研究してまいります。

19 90
環境保全・環境整備・景観形成の分野では、住吉神社や勝山
地区公園の整備は早急にお願いしたい。

住吉神社周辺や勝山地区公園の整備については、現時点では具体の計画はありませんが、適切な維持管理・充
実に努めます。

20 90

観光・レクリエーション（レクリエーションゾーンを変更）
景観形成から拠点形成へ変更
・国史跡勝山御殿跡を拠点とした幕末防衛施設を観光開発し
ます。
幕末の勝山御殿の防衛にあたって、背後に要塞地勝山三山、
前面に秋根上や勝谷の砲台を据えて要塞化された勝山全域を
具現化するために、国史跡勝山御殿跡とともに整備し、住吉
神社、中山神社、東行庵、功山寺、前田砲台跡を含めた幕末
の歴史的遺産を巡る観光ルートとして観光開発を推進する。

勝山御殿跡については、本市の重要な観光資源であることは認識しております。
国史跡として位置づけがあり、周辺をある程度整備がなされていることから、地域の活動を踏まえ、周辺を観
光ゾーンとして位置づけることとします。
また、地域別構想図（市街地中心地域　勝山地区）に勝山御殿跡を追記します。
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21 92

・長府綾羅木線の未整備区間周辺の市街化調整区域を見直
し、有効活用を図ります。
現在の市街化調整区域では、高齢化、後継者不足により、農
業維持が難しい。
この地域は、北九州、山陽、山陰への交通の要衝地であり、
地政的に見て、大型商業施設、流通センター施設などを導入
した物流拠点として土地開発を推進するのがよい。
また、この地域は、扇状地扇端の湧水帯であり、宅地や大規
模農地には不向きである。このため、広大な駐車場を要する
施設（コストコ、病院など）を誘致するとよい。

市街化調整区域においては、コンパクトなまちづくりの観点から、スプロール化につながる宅地開発を抑制
し、市街化を促進するような都市施設の整備は行わず、また、農業振興地域の整備に関する法律により農業振
興地域に指定されています。このため、人口減少のもと、市街化区域拡大については慎重な検討が必要となっ
ております。
従いまして、現時点において、当該地の市街化調整区域の見直しの予定はありませんが、道路整備の進捗にあ
わせて地域の方のご意見等踏まえて検討してまいります。
今後とも関係する部局と協議調整しながら農地の保全や周辺環境に調和した景観の形成及び良好な住環境整備
に努めてまいりたいと考えています。

22 106

吉見地区の都市計画について
1，地区の構想
（1）吉見駅（JR）の駅裏開発計画を"まちづくり協議会"で
計画しているので、吉見地区を地域拠点に入れてほしい。
（2）駅裏開発については、基本道路計画として、国道191号
線の防災道路として、駅裏に入れて、駅裏を区画整理事業を
行いたい考えです。
（3）駅裏開発については、田園住宅と公共施設整備（公民
館、吉見支所）の移設を考えています。そのとき、民間と共
同開発を考えています。よろしくお願致します。

この度設定した拠点は、既に多くの都市機能が集積して土地利用がなされているところに設定しております。
将来、都市機能が集積するとともに人口の増加などに応じて、適時拠点設定の検討を行ってまいります。

23 9、11
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11ページ② 2）項目1
地域特性や利用者の需要に応じた交通体系の維持・確保に努
めるとあるが、豊浦地区において、循環ルートに生活バスを
採用することはあるのでしょうか？
可能性があるなら、豊浦地区まちづくり協議会は協力しま
す。

菊川・豊田・豊北地区で運行している市生活バスは、民間での路線バスの維持が困難な地域において、交通手
段の確保を図る目的で限られた台数・便数で運行しております。　
豊浦地区につきましては、民間の路線バスが運行しており、令和２年８月に策定した「下関市地域公共交通再
編実施計画」に基づき、令和３年４月から済生会豊浦病院や商業施設などへのアクセス向上を考え、路線の再
編を行っております。
今後とも、路線バスの運行が維持できますよう、ご利用、ご協力をお願いするとともに、ご要望、ご提案があ
りましたら担当課とご協議をお願いいたします。

24
13

（2）① ⅰ）項目1
地域の実情を踏まえた汚水処理施設の整備を推進するとある
が、豊洋台地区において、コミュニティプラントの合併浄化
槽が老朽化しており、維持が難しい状況になってきていま
す。黒井地区も含めて、現在、豊浦中部浄化センターで処理
できない地区への新たな浄化センターの配置の検討もあるの
でしょうか？

新たな浄化センター等の整備は計画しておりません。

25 114

豊浦町のくすの森は、現在は観光には適さない状況になって
いるが、メインの扱いになっている。この他にも観光地にで
きるところは、室津の鏝絵や遺跡などたくさんあるのに川棚
温泉周辺のことしか見ていない。本当に地域のことを調べて
作ったとは到底思えない。

川棚のクスの森につきましては、再生に向けた土壌環境の改善を実施しており、多くの来場者を受け入れられ
る状況ではありませんが、豊浦地区の重要な観光資源の１つとして認識しております。また、その他の観光資
源につきましても、交流人口の拡大を目指し、周知のための広報に努めてまいります。
また、豊浦地区におきましては、川棚温泉街及びその周辺を主とする地域に対して地域活性化の先駆けとなる
施策を展開し、その成果を地域全体に波及させることで豊浦地区の活性化につなげることを目指しておりま
す。
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26 全般

交通に関して言えば、市内の同じような路線を重なって走る
バスがたくさんあるのに、周辺部の交通網はどんどんなく
なっていく。棄民政策。

路線バスについては、利便性及び運行効率性の向上による持続的な公共交通の確保のため、令和２年８月に
「下関市地域公共交通再編実施計画」を策定し、長距離路線を分割し重複路線を解消するなど、運行効率化を
図るとともに、利用状況に応じた路線の見直し等を進めております。
また、新下関地区や豊浦地区では、病院や商業施設などへのアクセス向上を考え、循環路線への再編も行って
おります。
今後も引き続き、民間バス事業者等と協議調整を図りながら、公共交通の維持・確保に努めてまいりたいと考
えております。

27 90

勝山地区に関して、全体として、現状や課題の掘り下げが十
分でなく、施策に反映されていないのではないかと思われ、
地域の意見をしっかり聞いたプランであることを願います。

①主要施策
都市拠点として東亜大学周辺の「立地を活かした土地利用」
とは、今後どのような拠点形成を目指すのでしょうか。

東亜大学は、立地適正化計画において都市機能誘導区域の誘導施設として位置づけています。また、東亜大学
周辺は年齢層が若い学生住民の居住が期待されていることから、それらのニーズに合わせた土地利用のあり方
を目指すものと考えております。

28 90

レクリエーションゾーンとして、砂子多川だけでなくヘル
シーランドを拠点とするエリアも考えられて良いのではない
でしょうか。付近に動物ふれあいランドがあり、また、体験
交流農園の計画もあります。

ヘルシーランド下関について、地域部構想図に主な施設・資源として記載しております。
当該施設は、温水プールという都市施設的な要素が強く、市街化調整区域に立地していることから、この度は
レクリエーションゾーンとして位置づけておりません。
今後、周辺において、自然的要素を有する施設の集積や周辺整備などの具体の計画が示される際には、次回見
直し時において、ゾーンの検討を行います。

29 90

下関インターチェンジ周辺は、勝山地区という位置付けは疑
問ですが、新下関市場本体から卸団地を含めて産業・流通
ゾーンでとらえて活性化につなげるべきではないでしょう
か。

新下関卸団地や椋野の福山通運下関トラックターミナルなども含めて下関インターチェンジ周辺として表現し
ており、ご指摘の通り、ゾーン表現は分かれていますが、新下関市場も含めて産業・流通ゾーンとして活性化
につなげていきたいと考えています。なお、地域別構想図（市街地中心地域　勝山地区）において、新下関卸
団地を主な施設・資源として追記します。

30 90

都市施設整備の道路について、国道2号の渋滞対策にも関連
する県道下関長門線及び県道下関美祢線の朝夕の渋滞緩和対
策として、グリーンロードの延長（員光―青山）又は県道下
関長門線の拡幅（石原―井田口）を位置づけるべきではない
でしょうか。防災上の観点からも是非必要では。

グリーンロードの延長及び県道下関長門線の拡幅については、必要性のあり方も含めて研究してまいります。

31 90

公共交通として、新下関駅を中心としたバス路線の再編が行
われていますが、幹線の維持はもちろん、地域住民の生活や
観光面にも配慮した編成となるようバスの小型化やコミュニ
ティバスの導入も含めて検討が進めれて欲しい。

令和２年８月に策定した「下関市地域公共交通再編実施計画」では、路線バスなどにつきまして、利用実態に
応じてバスの小型化や循環型の運行などによる利便性や運行効率化を図ることを検討課題としております。
ご意見につきましては、今後の参考とさせていただきます。

32 92

②その他施策
土地利用にある、「安岡港長府線以北の農村集落」と「綾羅
木川周辺の優良農地」に関する記載は、同じ地区のことが述
べられていると思われるので、一体化した記述の方が解りや
すいのではないでしょうか。

農村集落の集落環境の保全と優良農地の保全は意味合いが異なるものと認識しており、また、他地域との文章
表現の整合性を図るため、分けた記述としています。
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33 92

現在行われている勝山小学校周辺や形山地区北部の住宅開発
をどのように捕らえたら良いのでしょうか。

形山地区北部の市街化調整区域においては、コンパクトなまちづくりの観点から、スプロール化につながる宅
地開発を抑制すべきものと考えており、令和4年4月からは市街化調整区域内の開発規制の強化に努めます。
勝山小学校周辺については、市街化区域内ではあるものの、無秩序な市街化の防止という開発許可制度の目的
達成の見地からみて著しい弊害を生じることがないように、土地利用を図っていくことが重要と考えていま
す。

34 （参考）1

地域の概要
主な公共公益施設に県の施設（下関総合庁舎、下関漁港地方
卸売市場）が漏れているのでは、また、市場関係は産業でと
らえても良いのでは？

県の施設である下関総合庁舎及び下関漁港地方卸売市場の追記をします。
市場は物流の中枢を担う行政施設としての側面もあるため、主な公共公益施設とします。

35 （参考）1

その他、勝山地区の要素も加えても良いのでは。
地域資源の産業に「卸団地」、観光レクに「ヘルシーラン
ド」、歴史文化に国宝の「住吉神社」や国の史跡の「勝山御
殿跡」等

地域別構想図（市街地中心地域　勝山地区）に主な施設・資源として記載していることも踏まえ、新下関卸団
地、ヘルシーランド、住吉神社、勝山御殿跡をそれぞれ追記します。

36 14

6)水産業　下関市ではくじら　ふく　アンコウ　とPRしてい
るにもかかわらず、アンコウに関して明記されていないのは
なぜか。また、くじらの在庫量、ふくの取扱量を掲載してい
る理由は。

あんこうのブランドの浸透、定着を図るべき水産資源であることは認識しておりますが、都市計画との関連性
からくじらとふくを記載しています。くじらは、母船式捕鯨船団の母港化を目指した漁港施設等の捕鯨関連産
業の持続・発展、ふくは南風泊市場を都市計画法上の都市施設として位置づけており、水産業の代表的な一例
として、くじらの在庫量、ふくの取扱量を記載しています。

37 18

下関市の空き家率は平成30年には18.5％ですが、令和元年
（平成31年）に8％も下がり、改善されたという事でしょう
か。※下関市役所空き家担当ユーチューブ動画より

都市計画マスタープランに掲載している数値は、市が実施する「空き家実態調査」に基づくものです。一方、
ユーチューブ動画にて言及している数値は、総務省の実施する「住宅土地統計調査」に基づくものであり、そ
れぞれ異なる調査結果を採用しているため、その数値に差異が生じているものです。
「空き家実態調査」は建物毎に空き家を数えるのに対し、「住宅土地統計調査」では居住室毎に空き家を数え
ますので、その数値に差異が生じます。（例えば、１０室ある共同住宅で８室が空き家の場合は、「空き家実
態調査」では空き家数は０（空き家ではない）、「住宅土地統計調査」では空き家数８と数えます。）
「空き家実態調査」の方がより市の実態に即していることから、今回の都市計画マスタープランでは、「空き
家実態調査」の数値を使用しています。

38 27

【内水】10年確率とはなんですか。また、もう少し文章に肉
付けした方が良いかと思われます。

過去の降雨量の観測データから統計的に推定し、10年に1回程度発生する規模の降雨を意味します。ただし、10
年のうち、どの年も10％の確率でその降雨量が発生する可能性がありますので、一度発生すれば10年間は発生
しないというものではありません。
用語集に追記します。

39 39

誰もが本市に暮らす幸せを実感し、愛着を深め、知りたい、
行きたい、住みたい魅力のあるまちの実現を目指すものとし
ています。とありますが基本理念はあくまでも市民が目指す
べきものであるので、上記の愛着を深めまでは理解できる
が、知りたい、行きたい、住みたいというこの3つについて
は市外の方に向けてのメッセージとしては非常に良いと思う
のですが、下関市の基本理念としては、知ってもらい、来て
もらい、移住してもらえる魅力のあるまちの実現のような表
現の仕方の方が良いのではないか。

現在下関市に住んでいる市民の視点で、市民が「知りたい、行きたい、住みたい」魅力のあるまちの実現を目
指すものと認識しております。

40 42

9行目の居住誘導区域内における人口密度（1haあたり40人）
の維持を目指しています。とあるが現状を明記してくださ
い。

居住誘導区域内における人口密度の現状につきましては、立地適正化計画に平成27年現在で41.3人/haと記載し
ています。下関市都市計画マスタープランにも追記します。
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41 47

都市拠点の中に運動拠点が含まれているが、分けて掲載して
いないのはなぜか。

立地適正化計画の都市機能誘導区域の設定と整合性を図っております。なお、地域別構想において、運動拠点
の表現は、全体構想と整合性を図れていない表現であったため、都市拠点（運動拠点）に表現を変更します。

42 52

15行目の新下関駅周辺～
この記述の中に歴史的遺産等（国宝である住吉神社や、国史
跡に指定されている勝山御殿跡の事）により形成された都市
景観の保全、にぎわい・回遊性のある基盤整備及び空間づく
りにより、活性化を図ります。と記載して欲しい。

具体については、地域別構想に記載する内容であり、住吉神社周辺や勝山御殿跡周辺については、歴史的遺産
を保全するとして記載しています。また、新下関駅周辺は立地適正化計画に基づき、交通利便性を活かして、
流通・商業等の沿道サービス施設の誘導と都市機能の集積を図り、まちなか居住の誘導を図ります。
市街地中心地域勝山地区　地域別構想の都市拠点の項目において、文言に「回遊性」を追記します。

43 58

3）公共交通の方針
すでに高齢化が進んでおり人生100年を考えたときに、安心
して免許返納ができるバス交通等の方針についても触れてほ
しい。
※P59にある脱炭素化に向けたBRTやMaaS～とあるので、その
文章の頭に超高齢者の免許返納の推進や脱炭素化に向けた
BRTやMaaS～としてもらっても構わない。

高齢者の免許返納に関しては、山口県警察が高齢ドライバーの交通事故防止のための環境づくりに、事業者・
関係団体とともに取り組まれております。
高齢ドライバーの交通事故防止対策は、今後の課題の一つと認識しておりますので、4-2都市施設整備の方針
（１）交通体系整備の方針の「７）その他」の文章に「・超高齢社会において、高齢者の交通事故防止の観点
から、免許返納につながる取り組みの推進に努めます。」を追記します。

44 66

2）歴史と文化を活かした都市環境の保全・形成の中に、新
下関地区にある国宝住吉神社や国史跡の勝山御殿跡が入って
いない。是非新下関地区の明記をお願いしたい。

全体構想については、数多くある中の1つの例示として表現しております。個別については地域別構想に記載し
ております。

45 90

レクリエーションゾーン
うるおいある水辺空間とどのようなものでしょうか。

海や川など自然と身近に触れ合うことで、心身のリフレッシュなどが期待できる空間と認識しております。

46 90

レクリエーションゾーン
勝山地区公園や秋根記念公園（かっぱまつり）がない理由は
何か。

主として勝山地区の人が利用するレクリエーションの場として、地域別構想図（市街地中心地域　勝山地区）
に主な公園として記載しております。市街地中心地域全体で見た場合、主として地域内外の人が利用するとこ
ろをレクリエーションゾーンとして設定しております。

47 90

また、観光ゾーンが記載されていないが、下関の国宝である
住吉神社や国史跡の勝山御殿跡について観光地として魅力づ
くりや保全に務めるべきと考えるがどうか。

住吉神社や勝山御殿跡については、本市の重要な観光資源であることは認識しております。
国宝や国史跡として位置づけがあり、周辺をある程度整備がなされていることから、地域の活動を踏まえ、周
辺を観光ゾーンとして位置づけることとします。
また、地域別構想図（市街地中心地域　勝山地区）に勝山御殿跡を追記します。


